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天
武
天
皇
し
の
ぶ
歌
舞

浄
見
原
神
社
（
吉
野
町
）

莢莢

莢莢

国栖奏が行われる浄見原神社の拝殿‖吉野町で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
吉
野
町
南
国
栖
１

（
祭
神
）
天
武
天
皇

（
交
通
）
近
鉄
大
和
上
市
駅
か
ら
吉
野
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
オ
ン
デ

マ
ン
ド
）で「
浄
見
原
神
社
口
」

下
車
、
西
へ
徒
歩
約

分

（
駐
車
場
）
あ
り
（
有
料
）

（
電
話
）
な
し

浄
見
原
神
社
は
、
吉
野
町

南
国
栖
を
流
れ
る
吉
野
川
右

岸
の
断
崖
に
鎮
座
し
て
お

り
、祭
神
は
天
武
天
皇
で
す
。

大
海
人
皇
子
（
後
の
天
武

天
皇
）は
、近
江
大
津
宮
で
、

兄
の
天
智
天
皇
か
ら
皇
位
継

承
の
要
請
を
受
け
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
固
辞
し
て
出
家

し
吉
野
に
逃
れ
ま
し
た
。

伝
承
に
よ
れ
ば
、
吉
野
の

国
栖
人
は
、
皇
子
を
和
田
岩

窟
に
匿
い
、
一
夜
酒
や
ウ

グ
イ
な
ど
を
献
上
す
る
と
と

も
に
、
応
神
天
皇
に
由
来
す

る
歌
舞
「
国
栖
奏
」
を
奏
上

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
壬
申
の
乱
で
勝

利
し
た
天
武
天
皇
は
、
即
位

に
際
し
て
国
栖
人
を
召
し
て

国
栖
奏
を
奏
上
さ
せ
ま
し

た
。

そ
れ
以
降

大
嘗
祭
や
節

会
な
ど
の
重
要
な
行
事
で
奏

上
さ
れ
ま
し
た
が
、
時
代
が

下
る
に
つ
れ
て
そ
の
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、平
安
時
代
末
、

国
栖
人
は
、
和
田
岩
窟
の
近

く
に
浄
見
原
神
社
を
創
建
し

て
、
国
栖
奏
を
奉
納
す
る
よ

う
に
な
り
、
以
降
、
毎
年
、

旧
暦
１
月

日
に
絶
え
る
こ

と
な
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
拝
殿
の
通
路
部

分
が
板
で
ふ
さ
が
れ
、
舞
殿

に
な
り
ま
す
。演
じ
る
の
は
、

「
翁
筋
」
の
家
の
人
達
で
、

舞
翁
２
人
、
笛
翁
４
人
、
鼓

翁
１
人
、
謡
翁
５
人
の
計

人
で
す
。

拝
殿
か
ら
続
く
石
段
の
上

に
は
本
殿
が
あ
り
、
石
段
に

は
、
一
夜
酒
・
ウ
グ
イ
・
木

の
実
・
根
芹
・
ア
カ
ガ
エ
ル

が
供
え
ら
れ
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

池
内
力
）


